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発行　南アルプスを未来につなぐ会　電話 054-221-2963（事務局）

みんなの南アルプス

 

 令和７年７月11日に南アルプスを未来につなぐ会の運営会議を開催しました。
 運営会議では、つなぐ会はこれまでの活動により、南アルプスの可能性を広
げる成果を上げ、当初の役割を果たしたことから、会としての活動を終了する
ことを決議しました。今回は、このことについてお知らせします。
 つなぐ会は活動終了となりますが、南アルプスでの取組はこれで終わる訳で
はありません。つなぐ会が実施してきたこの会報誌の発行などの取組は、理念
を共有する県や（一財）南アルプスみらい財団、南アルプス学会等が引き継い
で実施していきます。
 このほか、南アルプスへのアクセス改善や（一財）南アルプスみらい財団、
南アルプス学会が進めている取組などについて、お知らせします。

第11号発行

荒川岳 赤石岳東尾根（一般財団法人南アルプスみらい財団提供）



 「南アルプスを未来につなぐ会」は、南アルプスの貴重な自然環境を広く世
に知っていただき、保全と利活用の調和を図りながら、より良い形で未来につ
ないでいくことを目的に、令和３年７月14日に設立しました。

 つなぐ会は、南アルプスの魅力を広め、
未来を考える取組として、設立以降毎年、
公開シンポジウムを開催してきました。
さらに、令和６年３月には、南アルプスか
らの恩恵を認識し、次世代につなぐため
「南アルプスが輝く未来デザイン」を公
表し、加えて令和７年１月には、南アル
プスの山麓で活動する若手を対象にチャ
レンジにつながるワークショップ等を実
施する「いかわね会議」を開催するなど
未来デザインを踏まえた取組が動き出し
ています。

南アルプスを未来につなぐ会の活動終了
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設立記念シンポジウム
（令和４年２月19日）

 これまで、つなぐ会の活動に御参加・御
協力いただいた皆様に、謹んでお礼を申し
上げます。

 つなぐ会が実施してきた情報発信や取組
等は、理念を共有する県や財団、学会等が
引き継いで実施していきますので、引き続
き御協力をお願いいたします。 

 また、つなぐ会の設立以降、令和４年２月には南
アルプス学会が、令和４年８月には（一財）南アル
プスみらい財団が設立され、令和７年７月12日には
南アルプスユネスコエコパークミュージアムが開館
されるなど、南アルプス地域での取組は着実に広が
りをみせています。

  未来デザインの策定に加え、具体的な取組が動き
始め、つなぐ会は南アルプスの可能性を広げる成果
を上げて、当初の役割を果たしたことから、令和７
年７月11日に開催した運営会議において、「令和７
年７月13日をもって、つなぐ会の活動を終了するこ
と」が承認されました。

第１回いかわね会議
（令和７年１月17日）



 

          

会長寄稿

 南アルプスを未来につなぐ会が発足して４年が経ちました。この間、世界
では様々な出来事がありました。気候変動はますます激しさを増し、旱魃や
森林火災、大雨や洪水などの被害をもたらし、日本でも能登半島沖の地震や
岩手県大船渡市の山林火災などで多くの被害が出ました。しかし、南アルプ
スは変わることなくその威容を誇っています。日本列島の脊梁山脈の中心と
なるこの地域は、はるか昔から日本人の畏敬の念を集め、自然と人とが調和
しながら暮らす文化を育ててきました。 
 しかし、近年の地球温暖化や自然災害によって動植物相が大きく変化し、
この地域に固有な高山植物やライチョウなどの貴重な生物が絶滅の危機に瀕
しています。さらに過疎化によって地域の産業や伝統行事を維持することや
南アルプスの美しい自然と貴重な文化を未来に受け渡すことが難しくなりま
した。 
 こういった事態を打開し、自然にとっても人々にとっても幸福な未来を拓
くために、これまで私たちはいくつかの試みを実施してきました。会長、副
会長、理事たちが川根本町を訪問して資料館やまびこを視察し、地域おこし
協力隊員と話し合い、千枚岳に登山しました。また、４回にわたって公開シ
ンポジウムを開催し、山岳ガイド、エコツーリズムガイド、登山家、環境財
団、地域起こしベンチャーなどの専門家と南アルプスの魅力とそれを生かす
未来の取り組みについて多くの人々と話し合いました。 
 そして、これらの話し合いで出てきた課題や取り組みについて南アルプス
全体構想を理事会で議論し、「南アルプスが輝く未来デザイン」を策定し、
一般の方々に公表しました。それぞれの紹介記事に魅力的なイラストを配置
しました。女の子の質問に答える天狗、ライチョウ、おじいちゃん、てしゃ
まんく（地元の英雄）などが登場し、子どもたちでも楽しみながら読める作
りになっています。 
 今年（令和７年）になって、井川地区と川根地区の人々から成る「いかわ
ね会議」が開かれ、本会の構想が少しずつ実施に移される運びとなりました。
当初の目標は達成されたということで、本年でこの会を閉じようと思います。
これまで本会に参加してくださった方々、支援してくださった方々に深くお
礼を申し上げます。今後、南アルプスの貴重な自然と文化がますます手を取
り合って発展することを心より願っております。 

～南アルプスの未来へ向けて～ 

南アルプスを未来につなぐ会 会長 山極壽一
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副会長寄稿

～これからの南アルプスと水～ 
南アルプスを未来につなぐ会 副会長
南アルプス学会 会長        佐藤洋一郎
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 2022年夏から「南アルプスを未来につなぐ会」の理事として加わりまし
た。 
 ちょうど「南アルプスが輝く未来デザイン」の議論が始まっていて、毎回、
各分野の専門家の方々の指摘が興味深く、高いレベルの成果物が生まれてく
るプロセスはワクワクするものでした。 
 実際に静岡市井川地区と川根本町を訪ねたこと、千枚岳を目指して一帯を
見学したことは宝物です。「南アルプス」は言葉としてはよく知られていま
すが、そこにある暮らしや歴史、自然環境に具体的に触れることで、価値を
初めて立体的に理解することができました。 
 この間に、（一財）南アルプスみらい財団、南アルプス学会が立ち上がり、
ふじのくに地球環境史ミュージアムとも連携して、さまざまな活動が展開さ
れてきています。井川地区と川根本町に在住する若手を対象とした「いかわ
ね会議」は、まさにこれからを拓く存在となるのではないでしょうか。自由
な発想で新たな取組を生み出し、互いにサポートし合い、他の諸団体とも有
機的に関わりながら、南アルプスをさらにおもしろくしていってくれること
を期待しています。 

～南アルプスをさらにおもしろく～ 

南アルプスを未来につなぐ会 副会長 髙野孝子
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副会長寄稿

 南アルプスを未来につなぐ会は活動を終了しますが、つなぐ会が行ってきた
会報誌等による情報発信は、つなぐ会の事務局であった静岡県自然保護課が
「南アルプス友の会 」として、これまでどおり「みんなの南アルプス」の発行
を継続します。

 これまで、つなぐ会会員登録時に情報提供可とした方には、メールで会報誌
発行のお知らせをしておりました。「みんなの南アルプス」発行のお知らせ
メールは自動継続とさせていただきますので、継続を希望しない方は、お手数
ですが、その旨を県自然保護課宛て【shizenhogo○pref.shizuoka.lg.jp(○を@
に変更してください。)】に返信してください。
 連絡先は会報誌等の情報発信以外には使用いたしません。

南アルプスの情報発信



 

 

 

 
 

 
 
 
 

南アルプス学会研究助成
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代表者 所属等 研究タイトル

一色 智仁 東北大学工学研究
科 南アルプスにおける山岳建築の歴史

谷口 ジョイ 静岡理工科大学 南アルプス井川の言語と文化を継承するための研究調査

周 玉琴 東北大学情報科学
研究科

南アルプス山村地域における関係人口としての他出子と
イエ・ムラ・チイキの共同性の変容と再構築

川上 香 総合研究大学院大
学文化科学研究科 南アルプス井川地域における在来作物の栽培状況と利用

今井 伸夫 東京農業大学森林
総合科学科

南アルプスの亜高山帯最高所に成立した針葉樹林の生態
解明

伊藤 舜 静岡大学理学部 南アルプス深部に生息する“幻の陸貝”マイマイ属の一種
の分子系統的研究

岡部 晋也 国立科学博物館 多角的アプローチによる南アルプスの陸生哺乳類の学術
調査

富満 千尋 大阪公立大学理学
部地球学科 南アルプス千枚岳の駒鳥池の形成史と環境変遷

 南アルプス地域の自然、文化、民俗、社会、
産業など多様な領域を横断した地域学「南アル
プス学」の構築に向けて、南アルプス地域にお
ける研究に対して助成を行っています。
 令和７年度は、15件の応募をいただき、令和
７年５月20日開催の南アルプス学会運営委員会
において８件が採択されました。 

 
 研究成果は、今後、南アルプス学会主催のシ
ンポジウム等での発表を予定しています。

           

Ｒ５採択 Ｒ６採択 Ｒ７採択 計
７件 ８件 ８件 23件

  
 研究助成の成果をはじめ、南アルプス
に関する知見を集約し、その利用を促進
するため、南アルプス学会ホームページ
に「南アルプス・自然と
文化の資料集」を開設し
ました。
 順次、情報をアップし
ていきます。

          https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/1050519.html

＜令和７年度採択＞

 ・南アルプス情報のリンク集
  南アルプスに関する情報を含むウェブ
  サイトのリンク集
 ・南アルプス学術データベース
  南アルプスに関する研究成果をもとに
  したリスト
 ・南アルプス学会研究助成の成果報告
  研究助成採択者の研究紹介

南アルプス・自然と文化の資料集



 
 
 

 
                   
 
 

南アルプスみらい財団活動報告

2025春 レンジャー３大ニュース

 皆さん、こんにちは！南アルプスみらい財団です。ここ数年で最大級だった残雪
も融け、いよいよ夏山シーズンが始まります。

 春の南アルプスをフィールドとして、稜線に、麓地域に、各所で奔走する財団職
員＝レンジャーの活動の一部を「レンジャー３大ニュース」として紹介します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【１】新レンジャー活躍中
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
                【２】光の森学園で地域の子どもたちに授業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【３】ボランティアと防鹿柵の立上げ
 

 ４月から、新たにレンジャー１名が財団の
メンバーに加わりました。

 小林レンジャーは、静岡県からの派遣職員
で、高山病や寒さに強い耐性を持っている30
歳独身。まだ配属後３か月ではありますが、
既に現場巡視活動やイベントに奮闘中です。
皆様、今後とも宜しくお願い致します。

 小中一貫校である「川根本町立光の森学園
(千頭)」にて、光の森学園と井川小中学校の
１～４年生を対象に出前授業を行いました。

 南アルプスの成り立ちをテーマに、プレー
トの移動や山の隆起などについて、講義と体
験を通して学んでいただきました。難しい
テーマではありましたが、子ども達が楽しそ
うにしている姿を見ることができて一安心し
ました(>_<)。

 雪融けと同じ頃、希少な高山植物をシカの
食害から守るために防鹿柵を立ち上げます。
ここ数年の中では雪解けが遅かった本年度も、
６月上旬には柵を立ち上げることができまし
た（三伏峠）。

 夏シーズン以降は防鹿柵の修繕や養生など
を行いますので、ボランティアの方々、また
お力添えを宜しくお願いします！

残雪期、防鹿柵を立上げる小林レンジャー

南アルプスのめくれあがり隆起を実演

防鹿柵立上げ作業中
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 令和７年５月12日に第６回南アルプス交通アクセス改善検討会議を開催し、
今夏の南アルプスへのアクセスについて議論されました。
 静岡市森林経営管理課から昨年９月に発生した林道東俣線11.2km地点での
災害（崩落）について説明があり、関係事業者で検討した結果、今夏の交通
状況は次のとおりとなりました。今夏の実績を検証し、より多くの方が南ア
ルプスを訪れることができるよう、引き続き検討を行っていきます。

令和７年度の南アルプスへのアクセス

静岡県側からの南アルプスへの交通アクセス改善に向けて
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山犬段

川根本町役場

ウッドハウス
おろくぼ

① 5:30

①  7:00
③13:00

①  7:20
③13:20

①  8:20
③14:20

②  8:30
④15:00

②  8:55
④15:25

①  7:45
③13:45

②  9:20
④15:50

②  9:40
④16:50

④19:00

山犬段
送迎タクシー

沼平ゲート

㈱特種東海
フォレスト
送迎バス

※印は繁忙期
 のみ運行

※運行期間等、詳細は各社ホームページを御覧ください。

深南部

南アルプス
登山タクシー

11:30

14:50 15:05

15:15

18:30

毎日あるぺん号

4:15 18:00

7:20 15:00

南部

7:30 14:50

15:05

南アルプス
登山線

白樺荘

10:00

13:10

13:20 14:30

14:40

17:50

特種東海フォレ
スト施設宿泊者
のみ利用可

静岡駅
※山犬段送迎タクシー、南アルプス登山タクシーは（株）千代田タクシーが運行
 毎日あるぺん号は、毎日新聞旅行が運行
 南アルプス登山線は、しずてつジャストライン（株）が運行

  7:30
14:10※
15:00

  8:40 
15:20※
16:10

  7:20
11:40
14:10
15:00※

畑薙夏季臨時駐車場（送迎バス乗り換え）

  6:10
10:30
13:00
13:50※

椹島ロッヂ

大札山
肩登山口



南アルプス環境保全基金について

 美しい南アルプスを未来に引き継ぐため、南アルプス環境保全基金への寄附
をお願いいたします。

※寄附の詳細については、静岡県くらし・環境部環境局自然保護課まで
　お問い合わせください。

基金を活用した静岡県の取組

・高山植物を守る防鹿柵の設置

・高山植物種子保存プロジェクト

・高山帯における昆虫等の調査

・南アルプスの研究に対する支援

・YouTubeチャンネル

　　「みんなの南アルプス」

・環境学習サイト

　　「南アルプスの宝箱」

①静岡県公式ホームページの

　サイト内検索で、

「地方創生応援税制」と検索

②サイト内の寄附申出書を

　所定の提出先へ提出

県外企業様はこちら
【企業版ふるさと納税】

自然保護課まで

お問い合わせください。

県内企業様はこちら
【一般寄附】

①各種ふるさと納税サイトにおいて

　「自治体を探す」で静岡県を選択

②自治体一覧から静岡県庁のページを選択

③寄附金の使い道で「南アルプスユネスコ

　エコパークの保全管理と魅力発信等」を選択

個人の方はこちら
【ふるさと納税】

▲県Ｈ
Ｐ

▲県Ｈ
Ｐ

たからばこ

生態系保全の取組

魅力発信の取組

▶

▶
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 「南アルプスを未来につなぐ会」の主担当として、本号の構成等を担当した
高塚です。令和５年度から担当となったため、活動期間の４年間のうち後半の
２年４ヶ月を事務局として活動させていただきました。
 この間、「南アルプスが輝く未来デザイン」策定や「いかわね会議」開催に
あたっての御助言、定期シンポジウムへの御出演など、山極会長を始め、役員
の皆様方から、つなぐ会の活動に対して多大な御協力を賜りました。心からお
礼を申し上げます。
 つなぐ会そのものは活動終了となりますが、その取組は、南アルプスを良い
形で未来につなげていくという理念を共有する県や財団、学会に引き継がれて
いきます。この会報誌も、県が「南アルプス友の会」として継続しますので、
引き続きよろしくお願いいたします。
 静岡県内の南アルプスの各山小屋ではヘリコプターでの荷揚げが行われ、登
山者を受け入れる準備が進み、７月第１土曜日（今年は５日）に寸又峡口で、
７月16日に井川でそれぞれ安全祈願祭が執り行われ、開山となりました。昨年
は天候不順で散々でしたが、今年は天気が安定して、しっかり活動できるとい
いなぁと思います。（高塚）
 
 「南アルプス交通アクセス改善検討会議」担当の細萱です。今回、生意気に
も編集後記を執筆させていただいていますが、実は私、自動車で行ける「南ア
ルプスの入口『椹島ロッヂ』」までしか行ったことがありません。 
 今年度、林道東俣線の崩落の影響で、いくつかのバスやタクシーの運行が見
合わせとなってしまい、私のような「シティボーイ（自称）」には訪問が難し
い状況となってしまいました。一日も早く災害が復旧し、交通アクセスの多様
化が図られることを祈っています。実現した暁には、椹島ロッヂから先にチャ
レンジしてみたいと思います。（細萱）

編集後記

静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課

○YouTubeチャンネル「みんなの南アルプス」 

YouTubeで南アルプスの魅力を発信中！
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「みんなの南アルプス」への御意見をお寄せください。

 会報誌「みんなの南アルプス」に対する御意見・御感想をお寄せください。
 今後の南アルプスでの取組や誌面作りの参考とさせていただきます。
 送付先は、以下のとおりです。
 ・県自然保護課メールアドレス
 【shizenhogo○pref.shizuoka.lg.jp(○を@に変更してください。)】


